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港
新
聞
８
面

０
２
１
５
０
８

藤

口

尚

（
前
号
あ
ら
す
じ

旧て

天ん
ぽ

保
町ょ

う

に
生
ま
れ
た
私
は
結
婚
し
て
二

女
を
授さ

ず

か
っ
た
が
、
家
は
強
制

撤
去
さ
れ
夫
は
兵
隊
に
。
昭
和

二
十
年
六
月
空
襲
で
一
歳
四
カ

月
の
次
女
が
焼し

ょ

夷う
い

弾
で
即
死
。

私
は
避
難
し
た
船
底
で

が

飛
び
去
る
の
を
待
っ
た

）

◆
顔
面
に
火
傷
負
っ
て
い
た

陸
に
上
が
っ
た
時
は
も
う
夕

方
で
し
た
。
一
面
の
焼
け
野
が

原
に
、
私
と
長
女
（
四
歳
）
と

義
母
と
叔
父
は
、
た
だ
ぼ
う
然

と
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
中
に
一
軒
だ
け
焼
け
残

っ
た
家
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ

は
実
家
の
貸
家
で
、
ひ
と
ま
ず

そ
こ
へ
避
難
し
ま
し
た
。
少
し

気
持
ち
が
落
ち
着
く
と
、
顔
が

熱
い
の
に
気
付
き
ま
し
た
。
次

女
を
焼
夷
弾
か
ら
救
お
う
と
し

た
時
、
顔
面
に
火や

傷け
ど

を
負
っ
て

い
た
の
で
し
た
。

◆
終
戦
に
複
雑
な
気
持
ち

翌
日
、
疎そ

開か
い

先
の
大や

ま

和と

（
奈

良
県
帯お

び

解と
き

）
か
ら
実
父
母
が
迎

え
に
来
て
く
れ
、
私
た
ち
は
一

緒
に
大
和
へ
帰
り
ま
し
た
。
毎

日
、
畑
の
中
を
歩
い
て
奈
良
市

の
病
院
へ
火
傷
の
治
療
に
通
い

ま
し
た
。
手
当
が
早
か
っ
た
の

で
間
も
な
く
完
治
し
、
痕あ

と

も
な

く
な
り
ま
し
た
。
が
、
治
療
が

間
に
合
わ
ず
ケ
ロ
イ
ド
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
人
も
い
ま
し
た
。

八
月
十
五
日
。
国
鉄
奈
良
駅

で
ラ
ジ
オ
の
玉ぎ

ょ

音く
お

放ん

送
を
聴
い

て
き
た
人
が

戦
争
は
終
わ
っ

た

日
本
は
負
け
た
ん
や

と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の

時
は

も
う
怖こ

わ

い
目
に
遭あ

わ
ん

で
済
む

と
い
う
気
持
ち
と

（
負
け
て
）
悔
し
い
、
情
け

な
い

と
い
う
気
持
ち
が
入
り

混
じ
っ
て
、
複
雑
で
し
た
。

◆
台
風
の
日
に
大
阪
駅
で

九
月
十
七
日
。
忘
れ
も
し
ま

せ
ん
、
枕ま

く

崎ら
ざ

台き

風
が
上
陸
し
た

日
、
帰
還
し
た
夫
と
大
阪
駅
で

再
会
し
ま
し
た
。
帳
簿
付
け
の

任
務
だ
っ
た
か
ら
か
、
出
征
前

よ
り
ち
ょ
っ
と
太
っ
た
そ
の
姿

に

や
れ
や
れ
、
こ
れ
で
家
族

一
緒
に
暮
ら
せ
る

と
ひ
と
息

つ
い
た
も
の
で
し
た
。

同
じ
頃
、
満
州
で
ヨ
ー
チ
ン

兵
（
医
療
兵
）
を
し
て
い
た
長

兄
も
、
妻
と
子
供
の
許も

と

へ
無
事

帰
還
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
陸

軍
兵
だ
っ
た
次
兄
は
、
乗
っ
て

い
た
輸
送
船
が
バ
シ
ー
海
峡

（
台
湾
の
南
）
で
米
軍
に
襲
わ

れ
、
船
も
ろ
と
も
海
の
藻も

く

屑ず

と

消
え
ま
し
た
。
次
兄
は
独
身
で

し
た
が
、婚
約
者
が
い
ま
し
た
。

◆
戦
後
は
港
区
を
転
々

昭
和
二
十
二
年
秋
、
港
区
三

条
通
（
今
の
築
港
）
で
お
菓
子

や
お
で
ん
な
ど
を
売
る
食
べ
物

屋
を
始
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、

地
上
げ
や
換
地
の
た
め
引
っ
越

し
を
繰
り
返
し
、
昭
和
三
十
八

年
、
夕
凪
の
現
在
地
へ
移
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
本
屋
を
始
め
、

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

夫
は
平
成
十
六
年
に
八
十
四

歳
で
他
界
し
ま
し
た
が
、
私
は

戦
後
、
新
た
に
娘
四
人
を
授
か

り
、
今
で
は
孫
が
十
人
、
曾ひ

孫ま
ご

は
六
人
い
ま
す
。

◆
昔
を
懐
か
し
く
思
う
事
も

戦
争
は
二
度
と
繰
り
返
し
て

ほ
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
犠
牲
に

な
る
の
は
赤あ

か

紙が
み

一
枚
で
戦
場
に

送
り
出
さ
れ
る
兵
隊
さ
ん
、
そ

れ
に
一
般
の
人
た
ち
で
す
。

し
か
し
、
昔
を
懐
か
し
く
思

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
み
ん
な

貧
乏
で
し
た
が
、
心
に
ゆ
と
り

が
あ
り
ま
し
た
。
道
の
真
ん
中

で
物
を
炊た

い
た
り
、
ア
ヒ
ル
が

走
り
回
っ
た
り
、
毎
日
が
面
白

か
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

近
所
の
人
は
み
な
親
戚
の
よ

う
で
し
た
。
天
保
町
で
義
父
の

母
親
が
寝
込
ん
だ
時
、
手
が
離

せ
ず
、
向
か
い
に

す
ま
ん
け

ど
オ
シ
メ
換
え
た
っ
て

と
声

を
か
け
る
と
す
ぐ
飛
ん
で
来
て

く
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
も
よ
く

近
所
の
人
に
シ
ッ
プ
を
貼
り
に

行
っ
て
あ
げ
た
り
し
ま
し
た
。

今
は
何
を
す
る
に
も
お
金
が

要い

り
、
生
き
辛づ

ら

い
世
に
な
り
ま

し
た
。
平
和
は
あ
り
が
た
い
で

す
が
、
も
う
少
し
ゆ
と
り
の
あ

る
世
の
中
で
あ
っ
て
く
れ
た
ら

と
思
っ
て
い
ま
す
。（
終
わ
り
）

）（
夕
凪
）

）（
夕
凪
）

下

今
月
の

語
る
人

今
月
の

語
る
人

夫
婦
還
も

次
兄
戦
死

●
サ
ン
ト
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

﹇
天
保
山
﹈
ギ
ャ
ラ
リ
ー

井

上
雄
彦
最
後
の
マ
ン
ガ
展
重

版

大
阪
版

バ
ガ
ボ

ン
ド

リ
ア
ル

な
ど
の
人

気
長
編
マ
ン
ガ
を
生
み
出
し
た

井
上
雄た

け

彦ひ
こ

が
、
墨
と
筆
で
描
き

下
ろ
し
た

空
間
マ
ン
ガ

と

も
言
え
る
一
編
の
ス
ト
ー
リ

武
蔵
立
像

・

・

ー
。
宮
本
武
蔵
を
主
人
公
と
し

た
現
在
も
執
筆
中
の

バ
ガ
ボ

ン
ド

を
モ
チ
ー
フ
に
、
意
外

性
と
迫
力
に
満
ち
た
物
語
が
百

四
十
点
に
及
ぶ
大
小
の
肉
筆
画

写
真

で
展
開
さ
れ
る
。
大

好
評
だ
っ
た
〇
八
年
東
京
展
の

内
容
に
新
た
な
絵
と
演
出
を
追

加
。
三
月
十
四
日
ま
で
開
催
中

（
月
曜
休
館
、
但
し
三
月
一
日
、

八
日
は
開
館
）
。
十
時
半

二

十
時
（
最
終
入
場
十
九
時
半
）
。

当
日
大
人
千
五
百
円
。
地
下
鉄

大
阪
港
駅
徒
歩
約
五
分
。

六

五
七
七

〇
〇
〇
一
。

●
交
通
科
学
博
物
館

へ
よ

う
こ
そ

鉄
道
模
型
の
世
界

奥
深
い
鉄
道
模
型
の
世
界
を

様
々
な
角
度
か
ら
紹
介
。

歴

史

外
国
か
ら
初
め
て
も
た
ら

さ
れ
た
江
戸
末
期
か
ら
、
趣
味

と
し
て
広
く
普
及
す
る
戦
後
ま

で
を
辿た

ど

る

種
類

ゲ
ー
ジ

等
の
一
般
的
な
も
の
か
ら
線
路

幅
三

の

ゲ
ー
ジ
等
の
聞

き
慣
れ
な
い
も
の
ま
で
様
々
な

線
路
幅
や
特
徴
を
紹
介

趣
味

ジ
オ
ラ
マ
製
作
の
工
程
や
塗

装
前
・
後
の
組
み
立
て
キ
ッ
ト

等
を
一
堂
に

走
ら
せ
よ
う

・

ゲ
ー
ジ
模
型
を
用
い
て

機
関
車
や
新
幹
線
を
走
ら
せ

る
。
三
月
二
十
日

五
月
三
十

日
。
十

十
七
時
入
館
、
月
曜

休
館
（
祝
日
な
ら
開
館
し
翌
火

曜
休
、
火
曜
も
祝
日
な
ら
振
替

展
示
さ
れ
る
鉄
道
模
型

休
な
し
）。高
校
生
以
上
四
百

円
、
四
歳

中
学
生
百
円
。

弁
天
町
駅
す
ぐ
。

六
五
八

一

五
七
七
一
。

●
港
図
書
館

図
書
展
示

子
育
て
・
親
育
ち
の
本

展

赤
ち
ゃ
ん
と
の
付
き
合
い
方

や
お
父
さ
ん
の
子
育
て
な
ど
、

子
育
て
の
た
め
の
情
報
や
子
育

て
を
楽
し
む
た
め
の
知
恵
を
収お

さ

め
た
本
を
紹
介
。
二
月
二
十
八

日
ま
で

同
戦
後
昭
和
文
庫

展

終
戦
後
か
ら
昭
和
の
終
わ

り
ま
で
記
憶
に
残
る
出
来
事
な

ど
に
つ
い
て
書
か
れ
た
本
を
紹

介
。
三
月
三
十
一
日
ま
で

赤

ち
ゃ
ん
の
お
た
の
し
み
会

赤

ち
ゃ
ん
と
保
護
者
対
象
。
毎
月

第
一
金
曜
十
一
時
か
ら

お
た

の
し
み
会

幼
児
を
対
象
に
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
や
紙
芝し

ば

居い

、

手
遊
び
、
わ
ら
べ
歌
の
紹
介
な

ど
。毎
週
水
曜
十
五
時
半
か
ら
。

六
五
七
六

二
三
四
六
。

●
関
西
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管

弦
楽
団

第
２
１
８
回
定
期
演

奏
会

巨
匠
デ
ュ
メ
イ
の
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン

十
三
歳
で
パ

リ
音
楽
院
首
席
卒
業
後
、
コ
ン

ク
ー
ル
に
背
を
向
け
、
伝
説
の

巨
匠
グ
リ
ュ
ミ
オ
ー
に
人
生
と

芸
術
を
師
事
し
た
デ
ュ
メ
イ
。

そ
の
音
楽
は
圧
倒
的
な
気
品
に

満
ち
、
時
代
が
失
い
つ
つ
あ
る

古
典
美
を
追
求
す
る
。
指
揮

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

オ
ー
ギ
ュ
ス

タ
ン
・
デ
ュ
メ
イ
（
関
西
フ
ィ

ル
首
席
客
演
指
揮
者
）
写
真
。

演
奏
曲
は

メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー

ン
の
序
曲

フ
ィ
ン
ガ
ル
の
洞ど

う

窟く
つ

作
品

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト

の
交
響
曲
第
５
番
変
ロ
長
調

・
４
８
５

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
ニ
長

調
作
品

。
三
月
十
一
日
（
木
）

十
九
時
か
ら
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ

ー
ホ
ー
ル
（

福
島
）
で
。

席
五
千
円
、

席
四
千
円
、

席
三
千
円
、
学
生
席
千
円
。

六
五
七
七

一
三
八
一
。

●
ガ
ッ
ト
ネ
ロ

市
岡
在
住
の

シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手
・
松
浦
由
美

子
さ
ん

写
真

主
宰
の
音
楽

喫
茶

は
な
ま
る
カ
フ
ェ

若

手
テ
ノ
ー
ル
デ
ュ
オ

フ
ェ
イ

ズ

が
日
本
の
懐
か
し
い
歌
を

歌
う
。
毎
月
一
回
金
曜
十
九
時

か
ら
（
二
月
は
十
九
日
、
三
月

は
二
十
六
日
、一
飲
物
付
千
円
）

上
六
黒く

ろ

猫ね
こ

亭

港
区
の
落
語

家
・
桂
佐さ

ん
吉き

ち

さ
ん
が
ピ
ア
ノ

高こ
う

座ざ

で
語
る
ユ
ニ
ー
ク
寄
席
。

三
カ
月
に
一
回
金
曜
十
九
時
か

ら
（
四
月
は
二
日
）
。
会
費
千

三
百
円

ガ
ッ
ト
ネ
ロ
は
天
王

寺
区
上
本
町
六

二

三
七
、

地
下
鉄
谷
町
九
丁
目
駅

出

口
、
六
七
六
七

〇
〇
一
二
。

●
弁
天
町
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

２
０
１
０
春
の
セ
ン
タ
ー
ま

つ
り

英
会
話
、
中
国
語
会

話
、
三さ

ん

線し
ん

、
手
編
み
、
ペ
ン
習

字
、
太
極
拳
、
七し

っ

宝ぽ
う

焼や
き

、
生
け

花
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
コ
ー
ラ
ス
、

押
し
花
、
ガ
ラ
ス
ア
ー
ト
、
キ

ッ
ズ
絵
画
、
篆て

ん

刻こ
く

、
油
絵
、
社

交
ダ
ン
ス
、
大
正
琴
、
オ
カ
リ

ナ

な
ど
同
セ
ン
タ
ー
で
活
動

す
る
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
恒
例
の

催
し
。

一
日
体
験
教
室

三

月
一

七
日
（
三
日
休
館
）

作
品
展

三
月
一

七
日
（
三

日
は
休
館
）
九
時
半

二
十
一

時

と
き
め
き
ス
テ
ー
ジ

三

月
七
日
（
日
）
十
二

十
六
時

お
茶
席

三
月
七
日
（
日
）

十

十
五
時
。参
加
費
無
料（
一

日
体
験
教
室
は
先
着
順
、
教
材

費
や
予
約
が
必
要
な
も
の
あ

り
。
お
茶
券
三
百
円
）
。
詳
細

は

六
五
七
七

一
四
三
〇
同

セ
ン
タ
ー
へ
。

●
港
近
隣
セ
ン
タ
ー
・
懐
か
し

の
名
画
大
会

風
と
共
に
去
り

ぬ

出
演
は
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ア
ン

・
リ
ー
、
ク
ラ
ー
ク
・
ゲ
ー
ブ

ル
他
。
三
月
七
日
（
日
）
十
四

時

。
会
費
百
円
。
同
セ
ン
タ

ー
は
八
幡
屋
一

四

二
〇

※
い
ず
れ
も
ハ
ガ
キ
に
今
月
号

の
感
想
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
名
を
書

い
て

日
必
着
で
港
新
聞
へ
。

●
サ
ン
ト
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

井
上
雄
彦

最
後
の
マ
ン
ガ

展
（
上
に
案
内
、二
月
二
十
二

日
以
降
）招
待
券
ペ
ア
１
組
に
。

●
交
通
科
学
博
物
館
（
上
段
に

案
内
）招
待
券
を
ペ
ア
２
組
に
。

●
関
西
フ
ィ
ル

第
２
１
８
回

定
期
演
奏
会
（
上
段
に
案
内
）

席
招
待
券
を
ペ
ア
１
組
に
。

●
あ
ん
が
い
お
ま
る
一
座

戦

う
兵
隊

骨
董
屋
主
人
（
６

面
に
案
内
）
両
公
演
招
待
券
を

ペ
ア
２
組
に
。

●
ガ
ッ
ト
ネ
ロ

は
な
ま
る
カ

フ
ェ
（
右
に
案
内
、三
月
二
十

六
日
）招
待
券
を
ペ
ア
１
組
に
。

（
１
行

税
込
１
０
０
０
円
）

●
放
課
後
は
学
童
保
育
へ

入

所
児
募
集
。
見
学
・
無
料
体
験

。
家
族
的
雰
囲
気
。

６

５
７
５
０
３
３
５
あ
り
ん
こ
。

（
入
舟
公
園
隣
）。
問
合
せ
は
主

催
の
港
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
会

六
五
七
二

〇
〇
二
〇
へ
。

●
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
た
な
か

岡
田
慶よ

し

隆た
か

展
（
絵
画
）

二
月

十
八

二
十
八
日
（
二
十
四
日

休
）

吉
田
一
郎
展
（
パ
ッ
チ

ワ
ー
ク
・
織
）

三
月
十
一

二
十
一
日（
十
七
日
休
）。
入
場

無
料
。港
区
役
所
向
か
い
。十
一

十
九
時
（
最
終
日
十
七
時
）
。

六
五
七
二

五
九
八
七
。

●
絵
本
よ
み
き
か
せ

ゆ

ら

ゆ
ら
文
庫

赤
ち
ゃ
ん
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
楽
し
め
る
絵
本

の
世
界
。
絵
本
の
会

ゆ

ら

ゆ
ら

主
催
。
二
月
二
十
七
日

（
土
）
十
一
時
か
ら
約
四
十
分
、

ミ
ナ
ク
ル
（
八
幡
屋
二

四

三

隣
）
で
。

四

九
八
一

九
六
七
二
永
砂
。
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